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1｡　味覚闘値 につい ては古くから多数 の報 告 が あ る

その結果 は必ずし も一 致し てい ない。これは味覚 が

の感 覚に比べて個人差が大きく， 順応が早く， その他

々の条件の影響をうけや すい ためと考 えられ る。し か

るに味覚闘値は， 近年 広く用い られてきてい る食品検査

（ 味覚テ スト）にとって重 要な事柄であるので， このテ

ストの基礎的 研究とし て， 昨年以来 各味 の闘値 を再検討

し ており，昨年は酸味につい てその結果を報告し た。 本

年 は苦 味につい て， 季節・年 令・性 による闇値 の変化 を

研究し たので， その結果を報告する。

2.　苦 味物質 とし ては硫酸キニーネ を 用 い,  Beebe-

Center の1 gust 溶 液を基 準にし， これを倍数稀釈し た

４段階 の液一 即ちｌ gust, 1/2 gust,    V4 gust, /s gust

の ４種の液で,   lOc.c.全 口腔 比較 法により，6 歳～6o歳

までの男女270  名について闘値を測定し た。

3.　1.季節による変化 は,酸味闇値と同様傾向を示 し，

夏季が最 も闇値が低く，冬季は最も高い 。

2･性による変化 は，酸味 におい ては変化 がなかったの

に比べ，苦味の場合は女子の方がやや闘値が低い とい う

結果になっている。

3.年令 による変化 は，酸味ほ ど顕著 な差異はみられ な

かったが，年齢階層が 高くなるにし たがい，苦味闘値は

やや上昇 の傾向 を示し てい る。


